
中丹地域振興計画の進捗状況
と広域局の令和４年度当初予算
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京都府中丹広域振興局

中丹地域戦略会議資料



計画の背景

●2045年の全国の人口は、2015年を100とした場合に83.7になると推計 〔全国〕

（京都府は、2015年を100とした場合に81.9になると推計）
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●現15歳～65歳人口（生産年齢人口）の減少と、65歳以上人口の増加により

「支える側と支えられる側のバランス」が大きく変化
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出典：総務省「国勢調査」及び「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」 1

人口減少と少子高齢化
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20年後（2040年頃）のすがた

2015⇒2040 ▲14.3%
2015⇒2045 ▲18.1%

人口減少と少子高齢化
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2015⇒2040 ▲23.6%
2015⇒2045 ▲28.3%

20年後（2040年頃）のすがた 人口減少と少子高齢化



「京都府総合計画」
～府民と共に「京都夢実現プラン」～

将来構想

●府政運営の羅針盤となる新しい総合計画について、令和元年10月２日に策定
●「将来構想」「基本計画」「地域振興計画」によって構成。京都府のめざす方向性を

明らかにし、府民と一体となって行政運営を推進
●策定に当たり、６回にわたる懇話会や、府民意見交換会、パブリックコメントを実施

概ね２０年後の令和２２（２０４０）年に実現したい
京都府の将来像を描いた構想

「一人ひとりの夢や希望が全ての地域で実現できる京都府を目指して」

2040年の京都府社会の姿として、

「人とコミュニティーを大切にする共生の京都府」

「文化の力で新たな価値を創造する京都府」

「豊かな産業を守り育てる京都府」

「環境にやさしく安心・安全な京都府」 を実現



「京都府総合計画」
～府民と共に「京都夢実現プラン」～

基本計画

地域振興計画 山城・南丹・中丹・丹後の広域振興局ごとに各地域の資源
や特性を踏まえ、概ね４年間の取組を示した計画

分野別基本施策
２０の分野別に、現状分析・課題、
４年間の対応方向・具体方策、
数値目標を体系的に明示

府民協働で取り組む
きょうとチャレンジ

府民の皆さまや地域・企業等と
連携し、横断的に取り組む５つ
のチャレンジ

エリア構想

地域に着目した５つの構想

きょうとチャレンジ
「子育て環境日本一」
「府民躍動」
「文化創造」
「新産業創造・成長」
「災害・犯罪等からの安心・安全」

・北部グローカル構想

・京都スタジアムを中核とするスポーツ＆
ウェルネス構想
・北山「文化と憩い」の交流構想
・新名神を活かす「高次人流・物流」構想
・スマートけいはんな広域連携構想
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◎大江山や由良川、舞鶴湾などの豊かな自然、豊富な食材、歴史・地域文化
◎地域内・京阪神をむすぶ高速道路網や、海外に門戸を開く京都舞鶴港など
の交流基盤整備が進展

◎長田野・綾部工業団地等への産業集積、雇用の場を形成
◎福知山公立大学、京都工芸繊維大学福知山キャンパス、舞鶴工業高等専
門学校などの高等教育機関が立地

◎管内には17の病院があり、各市に公立病院を備えるなど、地域医療が充実
◎府内でも高い合計特殊出生率

中丹地域振興計画 中丹地域の特性



心つながる田舎の魅力と都市機能の
両方を享受し、海・里山・まちを舞台に
求める暮らしが実現できる地域を

概ね２０年後に実現したい姿

①地域の将来像

②施策の基本方向（三つの柱）

基本的な視点
概ね４年間の対応方向

中丹地域振興計画

（３） 国土強靭化の推進による災害に強い地域づくり

（２） 「もうひとつの京都」の推進による交流の拡大と関係人口の創出

（１） 「育・職・住」が充実し若者が定着したくなる持続可能な地域づくり

安心・安全

地域の魅力発信・ファン獲得

若者地域定着

令和元年10月策定
計画期間：令和６年３月までの概ね４年間

(1)-1 「子育て・定着促進」 (1)-2 「働く場づくり」
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施策の基本方向・具体的施策

（１） 「育・職・住」が充実し若者が定着したくなる持続可能な地域づくり

ア ＵＩターン等により若者等が地域に定着したくなる環境整備
イ 人権が尊重され将来に希望を持ち健やかに暮らせる環境整備
ウ 地域産業の振興と雇用の促進

ア 自然や地域文化等の地域資源を生かした交流の拡大と関係人口の創出
イ 地域の食など特産品の魅力向上を通じた交流の拡大と関係人口の創出
ウ 京都舞鶴港海外航路等の活用による人流・物流の拡大
エ 人流・物流等を支える交通ネットワークの整備

（３） 国土強靭化の推進による災害に強い地域づくり

ア 安心・安全な暮らしを支える社会基盤整備
イ 災害対応力の強化
ウ 万一に備えた原子力防災対策の充実

（２） 「もうひとつの京都」の推進による交流の拡大と関係人口の創出

地域の魅力発信・ファン獲得

安心・安全

若者地域定着



＜施策の基本方向＞
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（１）
若
者
地
域
定
着

（３）
安心・安全

（２）
地域の魅力発信
・ファン獲得

＜取組概要＞

-2
働く場づくり

-1
子育て・
定着促進

▼ＵＩターン等により若者等が地域に定着したくなる、将来に希
望を持ち健やかに暮らせる環境整備に資するため、安心して
子どもを産み育てることができる環境づくりや地域での働き
方・暮らし方の発信、移住希望者の掘り起こしと地域とのマッ
チングによる移住・定住の促進に取り組み

▼地域産業の振興と雇用の促進に資するため、地元中小企業
の育成、働く場の創出や人材の確保及びマーケットニーズに対
応した「儲かる農林水産業」を推進

▼交流拡大と関係人口創出に資するため、中丹地域の自然や
地域文化、特産品等の地域資源の魅力向上に取り組み、海・
森の京都ＤＭＯとも連携して、地域のファン（応援団）を拡大
▼京都舞鶴港の機能強化や人流・物流や地域の生活を支える
道路整備を推進

▼安心・安全な暮らしを支える社会基盤整備と災害対応力の
強化に資するため、森林から河口までの「総合的な治山・治水・
流域対策」を推進するとともに、避難に関する住民意識の向上
や地域ぐるみでの取組を支援

計画策定後の主な取組



主な取組

▼「中丹子育て未来づくり100人会議」

子育て中の方をはじめ、子育て支援者・地域住民・企業・行
政機関が集うプラットフォームを立ち上げ

▼子育て支援者向けオンライン研修

子育て家庭が孤立しないよう、オンラインでフォローするため
の支援団体向けZoomセミナーを開催

▼子育てしやすい職場づくりに向けた企業ワークショップ

３市青年会議所の協力も得て、子育てしながら働きやすい環
境を考えてもらう企業ワークショップを開催

（１）若者地域定着 -1 子育て・定着促進



主な取組
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（１）若者地域定着 -1 子育て・定着促進

オンラインでの子育て相談のためのＺｏｏｍセミナー

企業家たちが集っての
企業ワークショップ

Ｒ２年２月に「100人会議」キックオフ



▼中丹地域での働き方・
暮らし方を若者に発信

☆中丹の全ての高等学校に
リーフレットを配布
☆３市の成人式での配布・

配架や、図書館でも配架

☆インタビュー記事掲載サイ
トへ誘導

（福知山公立大学の学生ライ
ターによる若者目線でのイン
タビュー記事も掲載）

☆「UIJターン登録」に誘導

（１）若者地域定着 主な取組-1 子育て・定着促進



（１）若者地域定着
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主な取組-1 子育て・定着促進

で情報発信



（１）若者地域定着

▼新産業イノベーション推進

・地域の企業と企業、大学など
の高等教育機関をつなげ、新商
品開発や新たなサービス提供と
いった新たな価値創造の促進
を目指す交流の場

・「第１回」は、舞鶴高等技術専門校の
研究グループが開発した装置の商品化に
地域企業が参画

主な取組-2 働く場づくり



（１）若者地域定着 -2 働く場づくり 主な取組

8



（１）若者地域定着 -2 働く場づくり 主な取組

▼儲かる農林水産業の推進

京のブランド産品である万願寺
甘とうや丹波くり、茶など、中丹
地域の主要農産物について、
ICT等スマート技術の導入や新
規生産者向け講座、品質向上講
座を開催



（１）若者地域定着 -2 働く場づくり 主な取組
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（２） 地域の魅力発信・ファン獲得 主な取組

▼「まとめサイト」 （こ きょうと）

出身者やゆかりの方に、福知山・舞鶴・綾部の地域情報を届
けるサイト・ツイッターを開設

☆サイトでは、おでかけスポット
やライフスタイル、グルメ情報など
の特集記事から、リンク設定によ
り関連サイトへ誘導

☆ツイッターでは、地域イベントを
はじめ、母校の様子や全国大会
・コンクール出場情報を発信



（２） 地域の魅力発信・ファン獲得 主な取組
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ふるさとトピックス！福知山、舞鶴、綾部



（２） 地域の魅力発信・ファン獲得 主な取組

地域の魅力ある食材を活
用した加工食品を「京都中
丹いちおし商品」として選定
し、消費者視点による付加
価値向上や販路拡大支援
を行うとともに、魅力発信・
ＰＲや販売イベントを実施



（２） 地域の魅力発信・ファン獲得 主な取組

京都中丹いちおし商品

～Kyoto Chutan Ichioshi Selection～

かま魚こ（ガーリック）

11
米粉かたクッキー

豆乳パンプディング

京蕎麦 丹波ノ霧
焙煎粗挽きそば

茶和らび



周遊促進
サイトの開設

主な取組（２） 地域の魅力発信・ファン獲得



（２） 地域の魅力発信・ファン獲得 主な取組
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舞鶴国際ふ頭のⅡ期
整備及び岸壁（第２
バース）整備に着手

新白鳥トンネル（仮
称）完成イメージ図

榎峠バイパス（仮称） 大町バイパス（仮称）畑口川橋

人流・物流を支えるハード整備



（３） 安心・安全 主な取組

由良川沿いの道路面かさ上げによ
り道路機能を強化（国道175号整備）

国・市と連携した総合治
水対策工事（弘法川整備）

▼地域防災・減災
・住民から災害情報の提供を受けて、災害対応機関の対応迅速化に繋げ

る中丹独自の災害情報システムを構築
・自主防災組織の水害等避難行動タイムライン作成を支援

2ｍ高く



中丹広域振興局の初動対応を強化！

会
員

会
員

災害情報提供者

会
員会

員

会
員

府

災害情報を監視
防災関係機関と情報共有【現登録者数：１4０人】

迅
速
な
災
害
対
応

中丹災害情報ネットワーク（ＳＪネット）

災害情報

中丹広域振興局

会
員

会
員

警戒支部等開設～
自然
災害時

主な取組（３） 安心・安全
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（１）
若者
地域
定着

（３）
安心
・安全

（２）
地域の
魅力
発信
・ファン
獲得

数値目標の状況平成㉚年度（基準） ⇒ 令和⑤年度（目標）

管内への移住者数（累計） ㉚167 ⑤1,880人 ②317/680 ＝46.6％▲

中丹子育て未来づくり100人会議賛同数(累計) ㉚－ ②125人・団体 ⑤125/50 ＝250.0％◎

人権啓発活動取組回数 ㉚12 ⑤30回 ⑤24/24 ＝100.0％◎

不本意非正規雇用者の割合 ㉙10.9 ④10.7％ ②年度目標設定なし －

主な農林水産物の生産額 ㉚90,400 ⑤102,000万円 ⑤92,336/96,000 ＝96.2％

管内の製造品出荷額等 ㉙6,133 ⑤7,093億円 ②公表未 －

洪水時の３市間道路ﾈｯﾄﾜｰｸ確保に向けた整備等箇所数(累計) ⑤９箇所 ②2/2 ＝100.0％◎

土砂災害に対する要対策箇所の整備済数（累計） ㉚301 ⑤313箇所 ②307/306 ＝100.3％◎

地災害時声掛け隊の人数（累計） ㉚－ ⑤60人 ②125/24  ＝520.8％◎

タイムラインを策定した組織数（累計） ㉚３ ⑤576組織 ②146/186  ＝78.5％

避難退域時検査場所において汚染検査・簡易除染、通過証発
行等を行うことができる職員の育成数(累計)

㉚－ ⑤150人 ②66/60   ＝110.0％◎

管内観光入込客数 ㉚3,822 ⑤5,400千人 ②2,446/4,500 ＝54.4％▲

管内観光消費額 ㉚6,947 ⑤12,300百万円 ②4,660/9,100 ＝51.2％▲

地域応援活動への参加者数(累計) ㉚1,569 ⑤10,000人 ②2,942/3,700 ＝79.5％

クルーズ船寄港回数 ㉚23 ⑤50回 ②０/37 ＝ 0.0％▲

京都舞鶴港ｺﾝﾃﾅ取扱量(空ｺﾝﾃﾅ含む) ㉚18,623 ⑤25,000TEU ②18,557/22,000 ＝84.4％

達成率％＝②実績／年度目標
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数値目標の状況
平成㉚年度 ⇒ 令和元年度 ⇒ 令和②年度

年度 指
標
数

単年
進捗
設定

参考年間目標の達成率

100％以
上

99～
90％

89～
80％

79～
70％

70％
未満

元年度 （16） 14 8 5 1

２ 年度 （16） 14 6 1 1 2 4

＜元年度＞
▲管内への移住者数㉚167⇒元168/320人（53%）

＜２年度＞
▲管内への移住者数（累計） ・・・㉚167 ⇒②317/680人 （46.6%）
▲管内観光入込客数 ・・㉚3,822⇒元4,187⇒②2,446/4,500千人 （54.4%）
▲管内観光消費額 ・・・・㉚6,947⇒元7,434⇒②4,660/9,100百万円（51.2%）
▲クルーズ船寄港回数 ㉚23 ⇒元34 ⇒②０/37回 （0.0％）

←冬にコロナ
感染が始まる

←コロナ禍

達成率70％未満



京都府令和４年度当初予算案

２．府民の安心・安全対策
（１）医療・福祉・生活の安心・安全対策
（２）防災・減災・国土強靱化による安心・安全
（３）大雪被害対策

１．命・暮らし・事業を守るコロナ対策
（１）命・健康を守るコロナ対策
（２）雇用・暮らしを守るコロナ対策
（３）事業者支援・緊急経済コロナ対策

３．子育て・教育環境の充実
（１）子育てにやさしい風土づくり
（２）子育てにやさしい職場づくり
（３）子育てしやすいまちの実現

４．文化振興と魅力ある地域づくり

骨格的予算として編成

具体的には、目下の最
重要課題である、命・
暮らし・事業を守るコロ
ナ対策のほか、医療・
福祉、防災・減災など
の安心・安全対策や４
月からの新年度にあわ
せた子育て・教育分野
への対応など年度当
初から取り組むことが
必要な事業を計上

また、これらの対策につ
いては、国の経済対策
も積極的に活用し、切れ
目のない14ヶ月予算とし
て編成

1,084,814百万円
＜14か月予算ベース＞
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地域振興計画推進費

▼概要
・中丹地域振計画に基づき、「子育て環境日本一」や「食の京

都」をはじめとする総合的な視点による地域づくりを進めるた
め、計画に掲げた地域の将来像の実現に向けて、３分野の具
体的施策を推進する事業費を計上

中丹局の独自の予算
34,800千円

（１）若者地域定着
-1 子育て・定着促進
-2 働く場づくり

（２） 地域の魅力発信
・ファン獲得

（３） 安心・安全

持続可能な地域づくり事業費

魅力あふれる地域づくり事業費

災害に強い地域づくり事業費

令和４年度 当初予算案


